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内容要旨 
【目的】 
永久歯の歯肉炎は歯周炎へと進行するが、乳歯ではほとんど進行しない。
歯周炎発症メカニズムの一端を明らかにするため、永久歯と乳歯の歯肉の
特性を比較することに着目した。歯肉溝滲出液（GCF）は血漿由来の滲出
液であり、歯肉局所の組織状態を強く反映した成分組成を持つことが分か
っている。本研究は、健康な乳歯と永久歯の歯肉溝から GCF を採取し、
両者に含まれるタンパク質成分を網羅的に比較した。 
【材料と方法】 
昭和大学歯科病院小児歯科に通院中の混合歯列期（Hellman の歯齢 III
Ａ）の小児 40 名を対象とし、GCF サンプルは同一口腔内の上顎の中切歯
と乳犬歯から採取した。採取した GCF を用いて、相対定量解析が可能な
標識法（iTRAQ 法）と質量分析法（LC-MS/MS）を組合せた方法で網羅
的定量解析を行った。さらに好中球由来のタンパク質である
Myeloperoxidase(MPO)，Lactoferrin(LF)については ELISA 法にて定量
した。また，好中球細胞外トラップ(NETs)の形成に必須であるシトルリ
ン化した Histone をウエスタンブロット法にて確認した。なお，本研究は
昭和大学歯学部医の倫理委員会承認の下行った(承認番号 2013-033 号)。 
【結果と考察】 
タンパク質の網羅的な解析の結果、乳歯と永久歯の存在比率が有意なタン
パク質を 165 種同定し、その内、82 種のタンパク質が乳歯 GCF で多く、
76 種のタンパク質が永久歯 GCF で多い傾向を示した。乳歯 GCF は好中
 球や細胞由来のものが多く，永久歯 GCF は血漿や免疫グロブリン由来の
ものが多かった。ELISA 法の結果、GCF 中の MPO と LF の濃度は永久
歯と比べて乳歯で有意に高いことを示した(P<0.01)。さらに、両者の GCF
からシトルリン化した HistoneH3 が検出された。本研究の結果より，乳
歯と永久歯の GCF に含まれる成分は生化学的に異なっており、好中球関
連タンパク質は永久歯に比べて乳歯で多いことが分かった。このことより、
永久歯と比較して乳歯の歯周組織には好中球が豊富に存在しており、細菌
感染に対して保護的な役割を果たしていること、歯肉が健全な乳歯と永久
歯の歯肉溝においても NETs 形成がみられることが示唆された。 
